
1

大手前短期大学研究集録　第33号（2013）pp.1－38

要　旨

昨今、化粧に対する関心をもつ女性が幅広い年代で増加している。本研究では女子学

生の化粧行動と意識の関連についてアンケート調査を行い考察した。また、印象評価は

化粧イメージ画像を作成しSD法を用いて印象評定を行い、因子分析及びクラスター分

析により化粧の種類と印象の関係を検討した。

その結果、女子学生の化粧導入時期の若年化に加えて化粧意識の高さや化粧行動も積

極的であることと、顔の悩み部位は「鼻」が多いにも関わらず、所持している化粧アイ

テムは「マスカラ」が最も多く、メイク方法では「目」を重視していることが明らかに

なった。

また、 4種類 3段階の化粧による印象評価では、第 1因子の化粧の度合い（薄い─厚

い）、第 2因子の化粧の色味（冷たい─暖かい）、第 3因子の化粧の印象（くどい─あっ

さり）の 3つの因子が抽出された。この因子の組み合わせとクラスター分析によるグルー

プ分けを合わせると、女子学生に好まれる化粧は、「素顔に近すぎず」、かといって派手

ではなく、種類としては「女性らしく可愛いナチュラルなイメージ」の化粧の第 1段階

であった。印象評定の刺激には使用しなかったが同じ種類の第 2段階が次いで好まれた。

そして前述のように化粧における重要なポイントは目であるものの、派手で過剰なもの

は敬遠されやすいことが明らかとなった。これらから、現代では様々なメディアによっ

て個性的な化粧のあり方が認められているように見えながら、化粧行動と意識において

は思ったほどの多様性は好まれず、概ね同じような印象のものが選ばれていることも明

らかとなった。
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1 ．はじめに

昨今、日本国内では化粧への関心や意識をもつ女性が著しく高まり、特に若い女性で

は化粧開始年齢の若年
1）2）

化や審美意識の個性化が著しく、その方法も多様化している。ま

た、高齢化などによりシニア層ではいつまでも若く美しく過ごすための、いわゆるアン

チエイジング意識が一般的に高くなったことにより化粧年齢の幅が拡大している。

それにともない化粧品や化粧アイテムの種類が増加し、扱うメーカーや販売店などの

ビジネス業界も大きく発展している。

元来、個人の化粧に対する基本的意識の根底にあるものは、化粧の歴史から見てそれ

ぞれの環境や文化の中で培われた審美性の追求と、個体的特徴や心理的な影響のほか、

医学的見地からも個人差が大きく現れることが予想される。

また、同様に化粧はファッション意識や衣服とも関連が深いと考えられ、現在では自

己表現におけるトータルコーディネイトの一部として重要な要素になっていると思われ

る。

そこで、本研究では女子学生を対象にアンケート調査を行い、ライフスタイルとファッ

ション行動における女子学生の化粧行動や意識の現状を確認するとともに、主な化粧方

法の印象評価をSD法によって分析・考察することを目的とする。それらの関連と体系

を明らかにすることで、今後の若者のファッション行動、化粧行動の意識が文化や生活

環境因子に与える影響を検証できるのではないかと考える。

2 ．調査方法

調査は女子学生を対象にした、アンケート用紙による集合調査である。アンケート用

紙の質問は、Ａ「学生の基本集計」「ライフスタイルと化粧行動と意識」、Ｂ「印象評価」

およびＣ「複数の日常場面における化粧イメージ」から構成される。（添付資料）

2 － 1 　ライフスタイルと化粧行動

女子学生のライフスタイルの中で化粧に関連していると思われる習慣性を測る質問を

設定した。化粧行動に関しては、身体的・心理的な側面から行動パターンについて質問

した。また化粧の違いについては同一のモデルに対して印象の異なる化粧を 4種類各 3

段階で行いそれを撮影しこれにノーメイクの画像を加え計13枚を用意した（図 1－ 1）。

この13枚すべてを用いて、いくつかの生活場面においてどの化粧を好むかを尋ねた。
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2 － 2 　印象評価

化粧した顔のイメージを測るために、13枚（13種類）の中から、 4種類それぞれに対

して化粧の 3段階のうち 1段階と 3段階を取り出し、これに素顔の 1枚と加えた計 9枚

を刺激として用い、26対の形容詞によるSD法による印象評定を行った。因子分析によ

り 3つの因子を抽出し因子得点を算出した。さらに因子得点によるクラスター分析を行

い、化粧の種類と印象との関係を検討した。

2 － 3 　調査の実施

調査時期　　2013年10月

調査場所　　各大学の教室

調査対象　　女子学生　386名

　　　　　　Ａ大学　Ｂ大学　Ｃ大学　Ｄ専門校

　　　　　　有効サンプル数は382件

　　　　　　欠損値はSD法のみ99件

調査方法　　集合による配表調査

2 － 4 　集計及び分析

「学生の基本集計」「ライフスタイル及び化粧行動と意識」は質問ごとに単純集計と

クロス集計を行った。集計及び分析はマイクロソフトエクセルを使用した。

また、「SD法を用いた印象評価」についてはSPSSver20を使用し、因子分析とクラス

タ分析を行った。

2 － 5 　化粧画像について

本調査のためにまず、素顔（メーキャップなし）と 4種類の化粧をさらに化粧の濃さ

で 3段階に分類した①から⑯までの写真を用意した（図 1－ 1、 1－ 2）。写真①、写

真⑤、写真⑨、写真⑬は素顔の同一写真であるが、質問紙では各段階の前にそれぞれ素

顔の画像を配置したためこのようになっている。素顔を除いて全ての化粧にはベース

メーク（ファンデーション、おしろい）、アイブロー、アイシャドー、チークカラー、

リップカラー、マスカラを使用したフルメーキャップを施している。なお化粧の濃さの

程度は、アイカラーとチークの色の濃さや化粧の仕上がりの質感の違い、アイブローの

濃さやアイラインを描く範囲の違い、つけまつ毛の使用の有無による分類である。

それぞれの化粧の印象を端的に言うと、「華やかで大人っぽいアダルトイメージ」の

分類に属する写真②の落ち着いた大人っぽいメイク、写真③のセクシーなメイク、写真

④のゴージャスで厚いメイク、「スタイリッシュで洗練されたクールなイメージ」の分
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⑯

図 1− 1　化粧のイメージ
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図 1−２
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類に属する写真⑥のスタイリッシュなメイク、写真⑦の洗練されたモードメイク、写真

⑧のクールでインパクトのあるメイク、「明るく活動的でヘルシーなイメージ」な分類

に属する写真⑩の明るく清潔感のあるメイク、写真⑪のカジュアルで活動的なメイク、

写真⑫の知性的で凛としたメイク、「女性らしく可愛いナチュラルなイメージ」の分類

に属する写真⑭のシンプルなナチュラルメイク、写真⑮のスウィートなナチュラルメイ

ク、写真⑯のフェミニンなナチュラルメイクであると言える。なおそれぞれの写真は、

顔立ち、ヘアスタイルや表情の違いによって印象の変化に影響がないように、同一のモ

デルを起用し同じヘアスタイルとし、一定の表情で撮影した。

3 ．結果及び考察

3－ 1　基本集計

調査対象者の基本集計を表 1～ 2に示す。年齢と所属大学以外に各質問を専門分野嗜

好とクロス集計して分析するため、専門分野を「主に学んでいる専攻分野」で質問し、

「ファッション・アート系」「建築・インテリア・福祉系」「食文化・製菓系」「情報・ビ

ジネス・コミュニケーション系」「その他」の 5分類とした。なお、「その他は」項目に

専攻分野を設定していない学生が該当している。

年齢は表 1の通り19歳47.0％、18歳29.4％、20歳16.5％、21歳以上で7.1％となっている。

また、本研究の調査対象者を学校別に見ると、表 2のようにＡ大学39.9％、Ｂ大学

36.4％、Ｃ大学15.7％、Ｄ専門校8.0％、また、主に学んでいる専攻分野としては「食文

化・製菓系」が8.5％、ファッション・アート・デザイン系24.2％、情報ビジネスコミュ

ニケーション系18.1％、建築・インテリア・福祉系0.5％、その他は内訳を表 3に示し

48.7％のうち35.9％が食物科学・栄養学分野となっている。

ライフスタイルについての集計を表 4～ 5に示す。質問「あなたは流行をどのように

取り入れますか」は、表 4に示すように「流行は普通に取り入れる」の67.5％が最も多く、

「流行には無関心」20.2％、「流行は遅れて取り入れる」7.3％、「流行はすぐに取り入れ

る」5.0％の順となっている。

「あなたは自由に使えるお金のうち主に使うものはどれですか」（複数回答可）の質

問では表 5の通り 1位「ファッション」287名、 2位「遊び」247名、 3位「飲食」224

名で「化粧品」は 4位の115名となっている。このことから、女子学生の主な支出は大

きく分けて「身の回り品」と「交際費」に使われている様子がうかがわれる。

以上のことから、今回の調査対象となった学生については、「流行を取り入れながら、

支出はファッションと交際費に充てている」というライフスタイルが多いと言える。
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表 １　年齢

表 3　その他の専攻分野

表 ２　学校×専攻分野
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3 － 2 　ライフスタイルおよび化粧行動の意識

化粧に対する行動の実態と意識を探るため質問項目と結果を述べる。

「自分の顔のどの部分に悩みがありますか」（複数回答可）の質問では表 6の通り「鼻」

が最も多く200名、ほぼ同数で197名が「顔の輪郭」と答えている。次いで「目」が176名、

「口」81名となっている。最も悩みの多い鼻と顔の輪郭は、元来人種に由来することから、

女子学生は日本人特有の顔立ちに悩みをもち、欧米人種のもつ彫の深い顔立ちに憧れて

いるのではないかと思われる。このような悩みは一般的な化粧品などでは補正が難しい

ことからも推測される。

「美容整形についてどう思いますか」では表 7の通り「したくない」65.2％、と最も

多く、次いで「するべきではない」が21.3％と、美容整形に対して否定的な意見が

86.5％を占めて圧倒的に多数であった。「している」や「しようと思っている」など肯

定的意見が13.5％であるが、この数字が高いか低いかは現在比較できないものの、近年

韓国などでは美容整形を特別ではなく一般的なものとする考えが増加していると報じら

れている。国際ニュース：AFPBB N
3）

ewsによれば、「韓国の美容整形への執着は、一般

的な目と鼻の美容整形を超えて、数か月間の苦痛をともなう回復を要する過激な外科手

術の導入まで進んでいる。」（趣意）とあるが同じアジア圏の女性として、日本ではまだ

抵抗感は強いということが明確となり、日本人特有の国民的規範意識が存在すると言え

よう。

「あなたは日常お化粧をしますか」では表 8の通り、「よくする」61.3％、「まあする」

27.2％と「する」が全体の88.5％を占めており、「あまりしない」11.3％と「全くしない」

が0.3％と僅かであり、化粧習慣は女子学生にとって日常的な行動となっていることが

表 ４　流行の取り入れ方

表 ５　自由に使えるお金の使い方（複数回答）
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わかる。

また、「化粧をするのは好きですか」という質問では表 9の通り「どちらかといえば

好き」が56.8％、「とても好き」21.6％であり、女子学生の化粧行動は一般的に「好き」

な行動と言える。「どちらかといえば好きではない」は18.9％、「まったく好きではない」

は2.6％で「好きではない」は全体の21.5％であり、「化粧はあまり好きではない」が、

とりあえず必要に迫られて「している」ケースも10％程度存在するようである。

「いつから化粧をしていますか」の化粧開始年齢に関する質問では表10の通り、「15

表 ６　悩みのある顔の部位（複数回答）

表 ７　美容整形

表 ８　化粧をする頻度

表 ９

表10　化粧を始めた年齢



大手前短期大学研究集録　第33号（2013）

10

～18歳」が38.3％と高く、次の「18歳以上」では全体で26.1％となっているものの、学

校格差が大きく「Ａ大学」「Ｃ大学」「Ｄ専門校」では「13～15歳」で86名、反面「Ｂ大

学」では「18歳以上」が68名となっており、 2位と 3位が入れ替わる結果となった。ま

た、「10～13歳」や「10歳以下」でも49名が化粧を始めており、化粧開始の低年齢化が

顕著となっている。島崎らの報告
1）

でも化粧開始年齢は「中学生」が45.0％、「高校生」

が42.9％で、「小学生」でも12名がしていると答えており、「大学に入ってから」の17名

とほぼ同数である。かつては小・中学校・高校などで生活指導が厳しく、家庭の中でも

規範意識の教育や躾という観点から「化粧は社会人になってから」という意識があった。

しかし、現在では教育機関や保護者からもそれらの意識は薄れ、ほとんどの学生が大学

に入学するまでに化粧をする習慣を身につけているが、学んでいる専門分野の意識特性

によって以前の意識格差が生じていることが明確となった。

現在の若者には化粧をするしないではなく、むしろ、マナーを守って正しい化粧をす

るように指導することが大切であろう。

「化粧をしないで外出するのは気になりますか」の結果は表10に、質問「誰と一緒に

いるとお化粧しますか」（複数回答可）の結果は表11に示す。

表11によると「やや気になる」44.3％と「とても気になる」と答えたのが22.4％であ

るところから「気になる」学生は66.7％となっている。「あまり気にならない」と「全

く気にならない」では7.4％と大きく差が出ている。また、化粧開始年齢が低いほど「気

になる」と答えている傾向から、化粧習慣の期間が長いほど化粧に対しての興味度が高

いように思われる。

「誰と一緒にいるときにお化粧しますか」（複数回答可）では表12の通り「友達・知

人（女性）」が345名と最も多く、次いで「友達・知人（男性）」273名となっている。こ

のことから女性は男性に対してよりも、同性に対しての姿勢を強く意識していることが

わかる。反面「家族」や「彼氏」など身近な存在の人に対しては「化粧しない」行動が

多く見られ、「気を遣わない・気を許す」姿勢が強くなっているのは、「ありのままの自

分」や「リラックスしたい」感情によるものと思われる。

「あなたが持っている化粧品は何ですか」（複数回答可）は表13の結果から、最も所

持数の高い順に「チークカラー」356名、「ファンデーション」343名、「マスカラ」341名、

「アイライナー」335名、「アイブロウ」305名、「アイカラー」300名、その他以下となっ

ている。反面、「口紅」や「リップグロス」などのリップ系は少ない結果となっている。

このことから顔色に影響するアイテムは必需品としていることと、ポイントメイクでは

アイメイクを重要視している傾向がある。

表14のメイクレベルから見ると「フルメイク」をしているのは270名で最も多く、次

の「ポイントメイク」のみの92名とは大きく差がある。「ファンデーションのみ」では
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12名とごく少数となっている。前の質問の結果にもあったように、日常お化粧をすると

答えた割合と同様の結果となっている。

「ポイントメイクの部位」（複数回答可）の質問では、表15の通り「目」83名と「眉」

54名、「まつ毛」46名を合わせると全体の60％以上で「アイメイク」にポイントをおい

ていることがわかる。

表11　化粧をせずに外出することについて

表12　誰と一緒にいるときに化粧をするか（複数回答）

表13　持っている化粧品（複数回答）

表14　メイクレベル

表15　ポイントメイクの部位（複数回答）
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「使用している化粧品」（複数回答可）の表16で最も多いのは「マスカラ」305名が最

も多く、次いで大きく差はあるものの「アイプチ」90名、「アイラッシュ」79名となっ

ている。反面「何も使わない」が40名となっている。ここでも「アイメイク」用の化粧

品が多くを占めていることがわかる。「アイプチ」は一重まぶたを二重にするための接

着剤で、　日本人特有の目の形態を補正したい願望の現れであろう。

「顔の印象を決めるのはどこだと思いますか」の質問では、表17の示すように「目」

217名で最も多く、次の「表情」54名とは大きく差が出ている。「口」や「鼻」はごく少

数で印象にはほとんど影響がないと考えていることがわかる。

なお、「化粧をしない理由」を聞いた結果では、「面倒くさい」「肌トラブル」などが

理由として挙げられたが、「素顔が良いと思っている」との回答もあった。今や女子学

生は「素顔」にこだわることなく、「化粧」を当然のようにライフスタイルに取り入れ

ている現状が明確となった。

以上のことから、女子学生の化粧意識が高く、化粧行動も積極的であることや、顔の

悩み部位が「鼻」が多いにも関わらず、「メイク」では「目」を重視していることが明

らかになった。

3 － 3 　SD法を用いた印象評価

SD法では、素顔の①及び 4種類の化粧から第 1段階と第 3段階目を刺激として用い

た。よって写真①②④⑥⑧⑩⑫⑭⑯の計 9枚を刺激とした。また用いた形容詞対は26対

で、内容は表18とした。これを 5段階（非常に　やや　どちらでもない　やや　非常に）

で評定させ、左から 1～ 5で得点化しこれに対して因子分析を行った。画像 1枚につき

382名のデータを分析対象としたが、欠損値のある場合はその対象者のデータは省いた。

よって画像ごとの有効回答数は表19の通りとなった。

表16　使用している化粧品（複数回答）

表17　顔の印象を決める部位
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因子の推定に最尤法を用い、バリマックス回転を行った。初期の固有値が 1以上の因

子は 4因子抽出されたが、回転後の因子寄与から寄与が 1以上のものを採用し、 3因子

とした（表20）。因子 1～ 3で累積寄与率は55.2％となり、 3因子でメイクの印象の半

分を説明できている。因子 1は、やさしい─厳しい　柔らかい─堅い　のんびりした─

せわしい　かよわい─勇ましい　軽い─重い　薄い─厚い　浅い─深い　穏やかな─激

しい　軽やかな─重々しい　素朴な─洗練された　鈍い─鋭いに負荷が高く、化粧の度

合いに関する薄さ厚さの印象であろうと推測された。因子 2は、暗い─明るい　しみじ

みした─浮き浮きした　悲しい─うれしい　生気のない─生き生きした　憂いを帯びた

─晴れやかな　淋しい─賑やかな　静的─動的　冷たい─暖かい　面白くない─面白い　

およびユーモラスな─生真面目なであり、化粧の色味に関する冷たさ暖かさの印象であ

表18　形容詞対一覧

表19　有効回答者数
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ると思われる。因子 3は、濁った─澄んだ　くどい─あっさりした　きらい─好き　乾

いた─潤いのある　張りつめた─くつろいだであり、化粧の印象に関するくどいあっさ

りの印象であると思われる。よって第 1因子を化粧の度合い（薄い─厚い）、第 2因子

を化粧の色味（冷たい─暖かい）、第 3因子を化粧の印象（くどい─あっさり）とした。

写真ごとに因子得点の平均点を算出した。その結果が表21である。

表20　因子分析結果
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さらに同じ因子得点を用いてクラスター分析（ユークリッド距離、ウォード法）を行

い、写真のクラスタリングを試みた（図 2）。因子得点によるプロット（図 3～ 5）お

よびクラスター分析の結果から、 9種類の写真は写真①⑩⑥、写真⑭⑫②⑯、写真⑧④

に大きくまとめられることがわかった。写真①⑩⑥のまとまりは、メイクなしから目元

を中心に全体にはあまり濃くないメイクである。 9つのメイクパターンの中でもっとも

薄くナチュラルな印象を与えるものであるが①⑩と⑥の間にはすこし距離があり、⑥は

大きくはナチュラルであるが目元の印象から少し鋭い感じがするものと思われた。

一方写真⑧④は最後にクラスターが形成された組み合わせであるが、これは両方とも

表21　写真の因子得点平均値とメイクの特徴

図 ２　写真のクラスター
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派手なメイクであるが、④は口紅が赤、頬がピンク、アイシャドーが紫であり、一方⑧

は口紅がピンク系、頬がベージュ、アイシャドーがグレーであり、またアイラインが強

いため④に比べ鋭い感じがするために、化粧の濃さだけではまとまらなかったものと思

われる。濃い印象を与えるという意味では似ているが、同時に濃さの方向性が異なって

図 ３　度合い×色味による写真のプロット

図 ４　度合い×印象による写真のプロット
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いると言える組み合わせである。

写真⑭⑫②⑯は、写真①⑩⑥、写真⑭⑫②⑯の中間の位置づけである。写真⑭は頬の

色味が強調されている。⑫はアイシャドーによる目元の派手さと口紅の色味も比較的目

立ち、②は口紅の色が赤く、アイシャドーと頬の色味もやや目立つものである。目元口

元および頬のいずれもが突出して濃いわけではないが、写真①⑩⑥に比べると濃く、④

⑧と比べると薄いもしくは柔らかい感じになっている。

クラスター分析の結果ともっともよく符合しているのは、度合いと印象で写真をプ

ロットした図 5である。度合い因子得点が低いすなわち化粧が薄く、印象があっさりし

ているのがノーメイクの写真①であり、次いで両因子の得点がやや 0に近づくのが⑩で

ある。反対側には⑧と④があり、これらは化粧が厚くまたくどい印象のものである。⑥

⑭②⑫⑯はいずれの得点においても 0に近いところにプロットされた。

これらの結果から、化粧の段階が同じ 1でも、その種類ごとに印象は異なることが明

らかとなった。素顔にもっとも近いのは、明るく活動的でヘルシーなイメージの段階 1

の⑩であり、同じ明るく活動的でヘルシーなイメージの段階 3の⑫と華やかで大人っぽ

いアダルトイメージの段階 1の②がイメージが近かった。その二つのイメージは次に女

性らしく可愛いナチュラルなイメージの段階 1の⑭と近いイメージとなった。また同じ

段階 3であっても、華やかで大人っぽいイメージ④はスタイリッシュで洗練されたクー

ルなイメージの段階 3の⑧とは最後でまとまった。化粧の種類によって同じ程度の化粧

品を用いても、与える印象は異なるということが明らかとなった。

図 ５　色味×印象による写真のプロット
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3 － 4 　複数の日常場面における化粧イメージについて

質問では女子学生が日常している化粧イメージの実態を明らかにするため、①から⑯

までの写真の中から「仕事・学校」・「恋人と出かける」・「友人と出かける」・「ショッピ

ング」・「パーティ」・「家でくつろぐ」場合の 6種類の場面ごとに日常する化粧にもっと

も近いと思うものを尋ねた。

写真の中から学生が選んだ各場面において、日常する化粧に最も近いメイクは表22の

通りである。全場面の中で最も回答数が多かったのは「家でくつろぐ」場合の化粧で調

査対象者の95.9％が素顔と回答している。外出時に化粧をせずに出かけることに抵抗が

ある反面、ほとんどの学生は家では素顔で過ごしていることが明らかとなった。その他

の場合については、写真⑭・⑮・⑯の「女性らしく可愛いナチュラルなイメージ」の化

粧をしている回答数が多く、「恋人と出かける」場合が63.3％、次いで「パーティ」の

場合の60.7％、「友人と出かける」場合が59.8％、「ショッピング」の場合が57.3％、そ

して「仕事・学校」の場合が47.2％という結果であった。次に回答数が多かった化粧は

「明るく活動的でヘルシーなイメージ」が平均15.9％、続いて「スタイリッシュで洗練

されたクールなイメージ」が平均9.6％、そして「華やかで大人っぽいアダルトイメージ」

が平均3.3％であった。以上のことから、学生は日常的に「女性らしく可愛いナチュラ

ルなイメージ」の化粧を好んでしていることがうかがえる。

さらに各場合において「女性らしく可愛いナチュラルなイメージ」の化粧をすると回

答した学生について考察すると「仕事・学校」の場合にしている化粧は写真⑮が12.7％、

写真⑯が4.1％であるのに対して、写真⑭と回答したのは110名で調査対象の30.4％であ

表22　日常する化粧にもっとも近いと思うもの
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る。一方、「パーティ」の場合では写真⑭の13.9％、写真⑮の18.7％に比べ、写真⑯の回

答数が101名と最も多く28.1％を占める。「恋人と出かける」、「友人と出かける」、「ショッ

ピング」の場合は写真⑭と写真⑮の回答比率はいずれも約25％であり、写真⑯の化粧を

していると回答したのは10％前後であった。写真⑭・⑮・⑯の化粧は段階的に濃く厚く

施したこと（図 1－ 1、 1－ 2）を考慮に入れると、勉強や仕事の場面においては控え

めな化粧をしている学生が多く、恋人や友人と会う場合やショッピングの場面でもそれ

ほど濃い化粧はしないと考えられる。しかしパーティのような華やかな機会となると化

粧も厚く装うようである。写真⑭から⑯までの間には程度の差はあるにせよ、学生が日

常的にしている化粧、つまり「女性らしく可愛いナチュラルなイメージ」の化粧とは 3

－ 3で明らかになったように化粧の程度は厚すぎず・薄すぎず、くどくもなく淡白でも

ない、暖かみのあるイメージの化粧のようである。

さらに 3－ 2で考察した通り、日常化粧を積極的に行っている学生が多いことが明ら

かになったが、これらの学生と写真⑭・⑮・⑯の化粧との関係について分析した結果が

表23と図 6のグラフである。まず、日常において化粧をする頻度と各場面における関係

は、仕事・学校の場合では化粧を日常「よくする」と回答した学生が234名中55名（23.5％）

が写真⑭の化粧をすると回答しているが写真⑮は37名（15.8％）、写真⑯は11名（4.7％）

である。「まあする」と回答した人では写真⑭、写真⑮と回答した人がそれぞれ28.8％、

21.2％であるが⑯は8.7％と減少する。「あまりしない」回答者においては写真⑭と回答

したのがもっとも多く43名中14名であった。恋人や友人と出かける場合やショッピング

の場合については、化粧をする頻度に関わらず全体の結果と類似しているが、特に「よ

くする」回答者において恋人と出かける場合やショッピングの場合、写真⑭と写真⑮の

回答数の差に開きが見られる。また、パーティの場合は74名が写真⑯の化粧をすると回

答しており、パーティの場合に写真⑯と回答した学生全体の 7割以上を占める。「よく

する」人は「まあする」「あまりしない」人に比べ、パーティのような特別な場面では

より積極的に化粧をしていると考えられる。

化粧をすることについての好き嫌いの結果との関係においても、表23と図 7のグラフ

で示すように回答の動きは全体の結果や化粧をする頻度の結果と類似しているが、友人

と出かける場合において「とても好き」と回答した学生の集計結果は写真⑭が22.0％、

写真⑮が18.3％、写真⑯が13.4％とよこばいである。化粧行為について「とても好き」

と感じている学生が友人と出かける場合にしている化粧のタイプは薄めで控えめな化粧

をする人から濃いめの化粧をする人までほぼ均等に分散しているのが特徴的である。ま

た、「どちらかというと好きでない」と感じている学生においても写真⑭と写真⑮の化

粧をしている場合の回答比率は約25％～30％と高く、これらの学生においても日常にお

いて比較的積極的に化粧をしているように思われる。表23の通り「どちらかというと好
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きではない」が化粧を「よくする」学生は15名、「まあする」学生は36名であり合計す

ると全体の13.4％となる。

図 6−３ 　友人と出かける場合

図 6−５ 　パーティの場合

図 6−４ 　ショッピングの場合

図 6− 1　仕事・学校の場合 図 6−２ 　恋人と出かける場合
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表23
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表24
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図 ７−３ 　友人と出かける場合

図 ７−５ 　パーティの場合

図 ７−４ 　ショッピングの場合

図 ７− 1　仕事・学校の場合

図 ７−２ 　恋人と出かける場合
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以上のことから女子学生においては化粧行動や意識が違っていても、実際にしている

化粧の傾向は同一線上にあることが推測される。これには「流行」という要因が挙げら

れるが、平坦な顔立ちの日本人ならではの要因もあるのではないかと考えられよう。今

後の調査においてはコンプレックスと日常している化粧の関係についてその理由を深く

分析していくことにより、身だしなみや躾としての化粧行動にとどまらず、より積極的

な行為として位置づけすることを課題とする。

4 ．日本における化粧の流行

人類の発生とその文化の発達にともない、私たち人類は化粧行動を行うようになって

きた。その起源は紀元前10万年以上の太古に遡ると推測される。その時代の化粧行動の

目的は身体保護、羞恥、呪術、装飾
4）

などであったが、現在のような「おしゃれ」や「自

己表現」を目的とした化粧行動の原点は紀元前 1万年以上前の古代エジプト時代にある

とされる。日本においては 6世紀後半の飛鳥時代に、中国大陸から「紅」や「白粉」「香」

といった化粧品が輸入されたことに始まると考えられる
5）

。

長い化粧行動の歴史を経て、近代の日本においては、戦後の復興と経済の著しい発展

にともない、1950年代以降、化粧の習慣が急速に活性化するようになる。真っ赤な口紅

がポイントの化粧の流行に始まり、1970年代のつけまつ毛の大流行、1980年代のバブル

景気下においては女性の社会進出の機会が増加し、「強さ」や「たくましさ」を備えも

つ女性像を表現するように眉は太く凛々しく描き、ダークな赤い口紅が流行する。また、

空前のマスカラブームの到来もこの時期である。ボリューム感やロング感、セパレート

タイプといった目元に華やかさを演出するものや、ウォータープルーフやフィルムタイ

プのように使用性の良い製品が発売されるようになる。その結果、目元の化粧（アイメ

表25　化粧頻度×化粧の好意度
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イク）への関心が徐々に高まり、1990年代以降化粧方法の流行は目元を重視する傾向に

変化するが、1980年代の強さとは違い、「セクシーさ」や「かわいらしさ」を表現する

化粧方法が好まれるようになる。不景気にともなう意識の変化とも考えられるが、その

背景には本調査結果でも明らかであるように、化粧行為開始年齢の低下、つまり低年齢

層による化粧行為が化粧の流行に変化をもたらしたことにもあると推測される。

2000年以降も引き続きこの目元重視の化粧の流行は加速し、“目力” や “デカ目” とい

うような表現が多用され再びつけまつげが脚光を浴びる。つけまつ毛を用い目元を “よ

り大きく”、“より魅力的に” 仕上げる目元重視の化粧である。しかしここ数年そのトレ

ンドに変化が現れている。市場においても「もりすぎまつげはもう卒業」という商品

キャッチコピーで、つけまつ毛の使用に替え、マスカラで今までの数倍以上のボリュー

ム感を出す商品も登場している。これからは自分の顔に自信をもつためのポジティブな

意識として、化粧行動を行う時代に移り変わり始めている兆しであろうか
6）

。

本調査結果からも女子学生はライフスタイルの様々な場面に応じて、本来自分のもつ

魅力を最大限に表現できる方法を選択しながら「女性らしく可愛いナチュラルなイメー

ジ」の化粧、すなわち厚く重く塗りかさねることは好まず、濃くくどい印象を与える色

味は避け、薄すぎない程良いニュートラルなイメージに仕上げる化粧に対する嗜好が強

いことが感じられた。

5 ．おわりに

女子学生を対象にしたアンケート調査を行い、ライフスタイルとしては、「ファッショ

ン」と「レジャー」にお金を使い、流行は「普通に取り入れ」ている様子が明らかになっ

た。また、顔の悩みの部位を「鼻」「顔の輪郭」などにもちながらも美容整形には「否

定的」であることも特徴であった。化粧意識からは「化粧することが好き」で「お化粧

しないで外出することが気になり」特に女性の友達と行動する際には化粧を心掛けてい

る。化粧行動においては、化粧開始の低年齢化が見られ、日常的に化粧習慣が身につい

ている。具体的な化粧方法としてはフルメイクがほとんどでアイメイクにポイントを置

いている傾向があることを確認した。

また、化粧品の所持率では「チーク」「ファンデーション」「マスカラ」「アイライナー」

が必須 4アイテムとなっている。特に、顔の印象を決める部位は「目」という結果から、

マスカラの使用頻度の高さと関連するものと考えられる。

4種類 3段階の化粧による印象評価では、第 1因子の化粧の度合い（薄い─厚い）、

第 2因子の化粧の色味（冷たい─暖かい）、第 3因子の化粧の印象（くどい─あっさり）

が抽出され、これらの因子の組み合わせによって化粧の全体的な印象を位置づけること
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ができた。クラスター分析によるグループ分けと合わせると、好まれる化粧は素顔に近

すぎず、かといって派手ではなく、種類としては女性らしく可愛いナチュラルなイメー

ジの化粧の第 1段階であった。印象評定の刺激には使用しなかったが同じ種類の第 2段

階が次いで好まれた。同種類の第 3段階は、やはり派手な印象が増すようであり、種類

は同じでも好まれ方は前者と比べると低いものであった。よって、化粧における重要な

ポイントは目であるが、過剰なものは敬遠されやすいことが明らかとなった。しかしこ

れはその時代全体で好まれる化粧のあり方とも関連しており、化粧に対する好みや経験

による違いはあまり見られず概ね同じような印象のものが選ばれていることも明らかと

なった。

以上のように、現代では様々なメディアによって個性的な化粧のあり方が認められて

いるように見えながら、化粧行動と意識においては思ったほどの多様性は見られなかっ

た。ただしこの調査では18歳から20歳という特定の年代のみを対象としているため、世

代ごとの意識や行動の違いについて検討することはできなかった。例えば加齢にともな

う身体的変化に合わせて、化粧を変えることは十分あり得ることである。しかしこのよ

うな点を含めた大規模な調査は複雑化なものとなり安易ではないと思われる。したがっ

て、より包括的に化粧意識や化粧行動をとらえる質問項目を検討することは今後の重要

課題である。包括的な化粧行動把握のための質問紙をより妥当なものとしつつ、化粧方

法や重点を置く部位は年齢によって変化していく可能性があることを根等に、調査対象

を高齢者女性にまで拡げ、世代間の特徴や傾向を明らかにしていきたい。
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